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活性化のあかり

　旧仙田小学校小脇分校が、装いも新たに再出発しようとし

ています．この施設は、広井学院小脇園（広井隆一園長・東

京帝京高校教員）と命名され、開設披露が4月22日、町内の

来賓を招いて催されました．

　小脇園は、30人ほどの宿泊研修などができる施設になって

おり、四季を問わず、使用される予定になっています．

　地域の方でも、施設の利用希望があれば、r都合のつくかぎ

り、お貸せしたい」と話しておりました．

饗灘

腓　
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　圃休日救急医
5月13日大坪医院（四日町）a57－6100

20日大島医院（川原町）a52－2957

27日中条病院（中条）費57－3018

6月　3日第二藤巻医院（上野）費68－2018

10日山口医院（袋町）台52－2174

灘軸
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元日本鉄道建設

公団総裁

日本トンネル技

術協会顧問

篠原武司さん

　
こ
と
し
、
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
は
、
昭
和
四
十
四
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
四
十
五
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
ら
れ
た
男
子
七
十
三
人
、
女
子
七

十
七
人
の
計
百
五
十
人
で
す
。
そ
の
う
ち
百
二
十
五
人
が
成
人
式
に
出
席
し

ま
し
た
。

　
地
元
に
残
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
人
に
も
、
川
西
を
離
れ
て
町
外
で
頑
張
っ

て
い
る
人
に
も
、
こ
の
日
ば
か
り
は
、
ふ
る
さ
と
の
風
が
い
つ
も
よ
り
さ
わ

や
か
に
感
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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四
月
十
二
日
、
県
警
交
通
安
全
教

育
車
ゆ
き
つ
ば
き
号
が
千
手
保
育
園

（
三
・
四
歳
児
）
と
千
手
小
学
校
（
一
・

二
年
生
）
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
二
名
の
婦
警
さ
ん
に
よ
る
人
形
を

使
っ
た
お
話
し
や
、
ゲ
ー
ム
を
取
り

入
れ
た
内
容
に
満
足
。
園
児
も
児
童

も
聞
き
入
る
よ
う
に
耳
を
傾
け
て
、

一
生
懸
命
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
「
ケ
ン
ち
ゃ
ん
（
人
形
の
名
前
）
が

大
事
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た

ネ
、
一
つ
め
は
何
だ
っ
け
」
、
　
「
道

路
で
遊
ば
な
い
」
。
　
「
約
束
で
き
ま

す
か
」
、
　
「
は
～
い
」
。
　
「
こ
の
信

号
の
色
は
何
だ
っ
け
」
、
　
「
あ
か
」
。

「
信
号
が
赤
の
と
き
は
ど
う
す
る
ん灘

ぼくたちもうまく渡れるよ

だ
っ
け
」
、
　
「
と
ま
る
」
。
…
…
…

ひ
と
つ
ひ
と
つ
し
っ
か
り
婦
警
さ
ん

の
質
問
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

・
道
路
に
飛
び
出
さ
な
い

・
道
路
を
渡
る
と
き
は
必
ず

止
ま
っ
て
右
・
左

・
道
路
で
は
遊
ば
な
い

『
守
り
ま
す
　
ぼ
く
も
わ
た
し
も

交
通
安
全
』

ケンちゃんのお話しっておもしろいな

（東善寺）平野圭二さん

　
五
月
七
日
、
県
庁
で
春
の
叙
勲
伝

達
式
が
あ
り
、
平
野
さ
ん
の
地
方
自

治
功
績
が
認
め
ら
れ
、
勲
五
等
双
光

旭
日
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
野
さ
ん
は
、
軍
事
功
労
で
昭
和

十
五
年
に
勲
八
等
白
色
桐
葉
章
を
、

昭
和
二
十
年
に
勲
七
等
瑞
宝
章
を
受

章
さ
れ
、
今
回
、
三
度
目
の
叙
勲
を

受
け
ま
し
た
。

　
経
歴
は
次
の
と
お
り
で
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《産業振興技能取得奨励事業＞

　町の産業の振興に必要な人材を育

てることを目的としています。

技術を取得する実習、研修に要す

る経費に対して助成されます。

（1）助成を受けることができる方

　実習、研修期間が延べ20日以上
　で、その後、営業又は就労の意志

　を有する16歳以上の方。

　　ただし、事業所で行われる研修

　は対象にはなりません。

（2）助成を受けることができる経費

　実習や研修で、自らが負担する
　経費（3分の2以内の額）です。
　助成の対象となるのは次のような

　ものです。

　①農林水産物の生産及び加工に関

　　するもの

　②地域特産物等の開発に関するも

　　の
　③商工業の近代化、発展に関する

　　もの

　◎1人当り、最高50万円です。
　◎他の機関から補助金や、研修を

　通じて作成された製品が自分の
　　ものとなり換金されたとき、賃

　金が支払われるときは、自己負
　　担経費から差し引かれます。

《スポーツ、文化及び
　　　　　　産業活動激励事業＞
　スポーツ・文化及び産業面における

各種大会等で、卓越した成果を挙げ、

人材の育成に貢献したと認められる方

に対し激励金が支給されます。

（1）支給対象は……

　①団体一町内の団体に限ります。

　②個人

　　ア、町内に在住し、引き続き居住

　　　する意志を有する方。
　　イ、町外に在住し、将来川西町に

　　　居住する意志を有する方で、

　　　その保護者が町内に居住して
　　　いる方。
　◎同一の団体と個人に重複して支給

　　はいたしません。

（2）支給の対象となる大会

　①北信越大会、その他これに準ずる

　大会
　②全日本選手権大会、その他これに

　準ずる大会
　③国際大会

　◎文化及び産業面における大会は、

　　その業績が顕著で、①、②、③に

　相当すると認められる方。

（3）激励金

　　支給の対象となる大会及び参加者

　の人数等を勘案して決定します。

問い合わせは　総務課振興係　智68－3111　有線　2133

趣
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去
る
一
月
千
日
、
全
戸
に
配
布
さ
れ
た
－
州
西
八
景
候
補
地
人
気
投
票
」

は
、
三
百
七
十
八
名
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
三
月
二
十
八
日
の
選
考
委
員
会
（
平
野
正
義
委
員
選
で
審
査
さ
れ
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
景
観
ど
し
で
、
次
の
よ
う
に
決
定
騨
た
し

ま
し
た
。一、

二
、
三
、
四
、
五
、
六
、
七
、
八
、

節
黒
城
趾

千
黍
観
音

二
六
公
園
ど
ブ
ナ
棒

川
西
ダ
ム

松
葉
沢
公
園

観
光
道
路
よ
嚇
の
展
望

赤
谷
の
大
ケ
ヤ
キ

信
濃
川
と
河
岸
段
丘

（
野
鶴
～
寓
倉
）

　
い
ず
れ
も
剛
西
町
を
代
表
ず
る
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
で
あ
り
、
四
季
の

変
ぼ
う
も
見
ご
だ
え
が
あ
り
ま
す
。
懸
ひ
一
巡
し
で
み
で
く
だ
さ
瞼
。

　
こ
ど
し
の
予
算
の
中
に
も
、
叢
六
公
園
蜜
総
葉
沢
公
園
な
ど
の
整
備
を

す
る
経
費
、
一
千
万
円
ぽ
ど
が
盛
ら
れ
で
誇
嬢
ま
す
。

　
自
然
資
源
を
美
し
《
、
騨
つ
裟
で
も
保
存
瞭
き
る
よ
う
、
ぎ
協
力
も
あ

わ
せ
で
お
願
験
騨
た
し
ま
す
。

松葉荘の周辺には、展望台、遊歩道、菖蒲園、

ミニゴルフ場などがあり、体をリフレッシュ
させるには最適です。

周
囲
一
ニ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
樹

齢
八
O
O
年
の
大
木
。
県
の
文
化
財
に
も
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
　
（
赤
谷
　
高
橋
直
人
さ
ん
撮
影
）

オールシーズン美しい山なみが楽しめ、快適
なドライブコースです。ちょっと高倉集落を

のぞいてみました。

こ
の
地
形
は
、
浸
食
、
地
盤
の
隆
起
・
沈

降
な
ど
に
よ
っ
て
で
き
た
も
の
で
す
。
十

日
町
側
か
ら
の
ぞ
い
て
み
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
橋
は
栄
橋
で
す
）

趣



1，200年前、坂上田村麿の北国遠征の際、安

置されたという、由緒ある史跡です。仁王像
は歴史の重みを感じさせます。

ブナ林を散策すれば、

が顔をのぞかせます。

　　　　　（中央町

自然の中に歴史の面影

清水俊六さん撮影）

南北朝時代、新田義宗の築城といわれ
る節黒城。越後三山を眺望できます。

灘

　
川
西
八
景
の
写
真
展
示
会
を
十
一
月

下
旬
こ
ろ
予
定
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

が
お
持
ち
の
写
真
や
撮
ら
れ
た
写
真
、

多
数
の
応
募
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
応
募
要
領
は
、
後
日
、
お
知
ら
せ
版

に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

112万トンの水を満々とたたえる川西ダム。
うまい米づくりには欠かせません。

繍



　あ
　る
　青
議年
　ム金斎
　o）
子記
幸録
　④作

　
人
心
の
浮
華
を
嘆
く

　
日
露
戦
争
が
終
わ
る
と
、
国
民
は

む
な
し
さ
の
中
で
戦
勝
に
酔
う
。
そ

の
あ
と
二
、
三
年
は
、
張
り
つ
め
て

い
た
気
が
ゆ
る
ん
だ
と
で
も
い
う
の

か
、
と
も
す
れ
ば
人
心
が
浮
華
に
流

れ
て
道
義
が
退
廃
し
、
勤
労
の
意
欲

も
し
だ
い
に
薄
ら
い
で
い
く
。

　
こ
の
よ
う
な
風
潮
は
青
年
た
ち
の

間
に
も
敏
感
に
伝
わ
り
、
な
ま
け
ぐ

せ
が
つ
き
、
固
苦
し
い
内
容
の
勉
強

や
青
年
会
活
動
が
敬
遠
さ
れ
る
。

　
夜
以
天
本
へ
行
か
ず
に
、
道
ば
た
の

　
「
ニ
オ
」
や
地
蔵
様
を
ひ
っ
く
り
返

す
。
奇
妙
な
声
を
出
し
、
夜
っ
ぴ
で
、

の
ぞ
き
や
夜
ば
い
し
た
成
果
を
得
意

顔
で
話
す
先
輩
が
は
ば
を
利
か
す
。

小
白
倉
青
年
会
の
幹
部
は
、
こ
の
現

状
を
次
の
よ
う
に
嘆
く
。

　
未
ダ
青
年
会
ノ
如
何
ヲ
知
ラ
ズ
、

夜
学
会
モ
居
眠
リ
ト
ナ
リ
、
夜
ハ
遊

ビ
ノ
悪
風
ヲ
離
レ
ヌ
青
年
ノ
多
キ
ヲ

嘆
ク
。
是
ヲ
斯
道
二
導
カ
ン
ト
ス
ル

有
志
ノ
苦
心
モ
水
泡
二
帰
シ
テ
活
動

ハ
停
滞
シ
、
会
勢
更
二
揚
ラ
ズ
…
。

戊
申
詔
書
を
奉
載

全
国
的
な
こ
の
風
潮
を
心
配
さ
れ

た
明
治
天
皇
は
、
四
十
一
年
（
一
九

〇
八
）
十
月
三
十
日
に
戊
申
詔
書
を

出
し
て
人
心
が
浮
華
に
流
れ
る
こ
と

を
戒
め
、
上
下
（
し
ょ
う
か
）
一
致

し
て
勤
倹
に
励
む
よ
う
に
と
国
民
的

道
義
の
大
本
を
示
さ
れ
る
。

　
川
西
郷
の
村
々
で
は
、
小
学
校
を

単
位
に
「
戊
申
大
詔
奉
載
式
」
を
挙

行
し
、
記
念
植
樹
、
信
用
購
売
利
用

組
合
（
農
協
の
前
身
）
の
設
立
、
旧

暦
慣
行
の
廃
止
、
勤
倹
貯
蓄
、
生
活

改
善
等
を
申
し
合
わ
せ
て
大
御
心
に

副
い
奉
る
。

　
白
倉
校
区
で
も
、
青
年
会
の
主
催

下
平
新
田
の
メ
イ
ン
通
り

で
小
白
倉
、
大
白
倉
、
大
貝
の
三
集

落
が
共
同
で
奉
載
式
を
挙
行
す
る
。

　
青
年
会
頭
が
大
詔
を
奉
持
し
て
式

場
に
入
り
、
宮
川
校
長
が
勅
語
を
奉

読
し
、
訓
話
す
る
。
参
列
者
は
「
神

風
ノ
如
キ
奮
発
心
ヲ
以
テ
会
勢
ノ
回

復
ヲ
計
リ
、
時
勢
上
、
愈
々
社
会
ノ

進
運
二
併
進
ス
ル
事
」
を
誓
う
。

　
奉
載
式
の
あ
と
、
八
人
の
弁
士
が

次
の
演
題
で
各
五
分
間
演
舌
す
る
。

　
戊
申
ノ
大
詔
ヲ
奉
載
シ
テ
、
青
年

ノ
使
命
ト
役
割
リ
、
愛
国
心
　
一
致

心
、
忠
義
、
雨
滴
レ
石
ヲ
穿
ツ
、
勤

労
ト
節
倹
、
夜
学
会
ヲ
回
復
セ
ヨ

　
下
平
新
田
の
青
年
団

　
上
野
村
下
平
新
田
の
若
い
衆
は
、

戊
申
の
大
詔
を
契
機
に
、
新
し
い
時

代
に
対
応
し
た
組
織
で
事
業
を
進
め

る
た
め
、
三
月
七
日
の
午
後
七
時
か

ら
清
水
孫
八
宅
で
臨
時
会
を
開
く
。

団
長
に
清
水
藤
吉
、
副
団
長
に
清
水

邦
平
の
諸
氏
を
選
挙
。
財
産
の
蓄
積

を
目
標
に
、
①
村
の
用
水
溜
を
借
り

て
養
鯉
事
業
す
る
。
②
養
蚕
の
桑
園

設
置
、
を
議
決
す
る
。
　
（
十
日
町
新

聞
、
明
治
四
十
二
年
三
月
十
日
号
）
。

　
　
下
平
青
年
団
々
則
（
抜
）

　
第
一
条
　
本
団
は
下
平
青
年
団
と

称
し
、
事
務
所
を
下
平
新
田
の
中
島

徳
松
氏
宅
に
置
く
。

　
第
二
条
　
本
団
は
正
団
員
、
特
別

団
員
に
よ
り
組
織
す
。
正
団
員
は
十

五
才
以
上
二
十
七
才
迄
と
し
、
特
別

団
員
は
本
団
を
賛
助
す
る
者
と
す
。

　
第
三
条
　
本
団
員
は
団
費
と
し
て

毎
月
金
参
銭
を
納
付
す
る
（
当
時
の

十
日
町
新
聞
が
一
部
一
銭
五
厘
）
。

　
第
四
条
　
団
員
相
互
の
親
睦
を
計

り
、
悪
風
を
矯
正
し
、
智
徳
を
養
ひ

勤
倹
貯
蓄
及
実
業
を
振
起
す
る
。

　
第
八
条
　
本
団
は
毎
年
春
秋
二
回

開
団
し
、
左
の
事
項
を
挙
行
す
る
。

　
①
会
務
報
告
　
②
討
論
　
③
演
説

及
講
話
④
体
育
錬
磨

　
第
九
条
　
団
員
は
、
集
団
時
刻
の

通
知
を
受
け
た
る
時
は
、
遅
刻
欠
席

な
く
出
席
す
る
も
の
と
す
。

　
第
十
条
　
欠
席
団
員
は
、
決
議
事

項
を
是
認
し
た
る
も
の
と
看
倣
す
。

　
附
則
　
①
本
団
は
代
表
者
三
名
を

選
抜
し
、
上
野
村
連
合
青
年
団
に
出

席
す
る
義
務
あ
る
も
の
と
す
。

　
②
祭
日
其
他
の
休
日
に
は
各
員
集

合
し
て
蕎
細
工
を
製
作
し
、
其
売
上

高
を
以
て
団
費
に
充
て
、
残
余
は
基

本
財
産
に
加
積
す
る
も
の
と
す
。

　
仙
田
校
で
総
会
を
開
く

　
四
拾
二
年
三
月
拾
九
日
、
仙
田
校

（
室
島
）
二
於
テ
仙
田
青
年
連
合
会

ヲ
開
ク
。
小
白
倉
ニ
テ
ハ
出
席
者
八

名
、
着
校
ス
ル
哉
、
暫
時
休
憩
シ
テ

協
議
会
ヲ
開
キ
、
中
魚
沼
郡
青
年
団

ト
ノ
関
係
上
、
増
田
定
助
村
長
ヲ
村

団
長
二
推
選
致
ス
事
ヲ
決
議
ス
。

　
午
後
一
時
着
席
、
増
田
団
長
ノ
開

会
ノ
辞
並
二
勅
語
奉
読
、
全
員
ノ
君

ケ
代
有
リ
テ
議
事
二
移
ル
。
会
員
ノ

紀
律
ト
行
正
ヲ
保
持
ス
ル
為
、
八
ケ

条
ノ
規
則
ヲ
設
ケ
、
即
時
実
行
ス
ル

事
ヲ
拍
手
ヲ
以
テ
議
決
ス
。

　
広
田
郡
書
記
が
関
井
郡
長
（
郡
青

年
団
長
）
の
祝
辞
ヲ
代
読
、
高
橋
十

日
町
警
察
署
長
、
石
原
十
日
町
新
聞

社
主
筆
ノ
講
話
有
。
佐
野
仙
田
校
長

ノ
「
南
雲
興
三
郎
成
功
談
」
二
感

動
ス
。
余
興
二
福
引
有
、
団
長
ヨ
リ

茶
菓
ノ
給
与
有
、
頗
ル
盛
況
ヲ
極
メ
、

午
後
五
時
散
会
ス
。

　
記
念
事
業
に
襟
を
正
す

　
四
拾
二
年
十
月
、
協
議
会
ヲ
役
場

二
於
テ
開
催
。
修
身
矯
風
ヲ
旨
ト
シ
、

殖
産
興
事
シ
テ
国
運
ノ
発
展
二
資
ス

ル
為
、
戌
申
大
詔
ノ
記
念
事
業
ヲ
実

行
ス
ル
事
ト
ナ
ル
。

　
着
席
ス
ル
哉
、
中
條
庄
吉
助
役
二

依
テ
次
ノ
発
議
ガ
有
リ
、
決
定
ス
。

　
①
時
勢
上
貯
金
ノ
必
要
ア
リ
、
未

ダ
企
ナ
キ
部
落
ハ
直
二
実
行
ス
ル
事

②
是
迄
有
リ
シ
秋
季
ノ
流
シ
事
ヲ
改

メ
テ
懇
話
会
ト
ス
ル
事
。
③
村
ノ
事

業
ト
シ
テ
全
部
落
二
夜
学
会
ヲ
設
ケ
、

壮
丁
年
以
下
ノ
者
ハ
全
員
ガ
入
学
致

ス
可
キ
義
務
ヲ
有
ス
ル
事
。
期
間
ハ

毎
年
十
二
月
一
日
ヨ
リ
翌
年
四
月
一

日
迄
ト
シ
、
小
学
校
教
員
ハ
之
ガ
教

授
ノ
義
務
ヲ
有
ス
ル
事
。
会
費
ハ
、

村
教
育
会
ノ
許
可
ヲ
得
テ
村
費
ヨ
リ

支
出
ス
ル
事
ト
定
ム
。

轡



★★春霞・のどかなひととき★★

癒
嚢

「このお皿の盛りつけはこれでいいかしら」

渡辺エリカさんのカンパイの音頭で、サア、

山の幸をいただきましょう

　
四
周
十
五
日
、
第
三
回
目
の
山
菜
ま
つ
り
が
「
高

倉
ブ
ナ
の
家
蟻
で
行
わ
れ
ま
じ
た
。

　
モ
タ
レ
ン
や
桜
の
本
々
で
飾
ら
れ
た
会
場
に
九
十

人
ぽ
ど
が
集
ま
り
、
ウ
ド
の
き
ん
ぴ
ら
や
ヨ
ゴ
ミ
の

ご
ま
和
え
、
タ
ラ
の
芽
の
天
ぷ
ら
な
ど
、
十
種
類
を

超
す
幽
菜
料
理
の
数
々
に
舌
鼓
を
癒
っ
で
い
ま
し
た
。

　
お
世
話
を
い
た
だ
い
た
地
域
の
皆
さ
ん
の
温
か
騨
、

心
の
こ
も
麹
た
も
で
な
し
が
、
会
場
に
］
層
花
を
添
え
、

時
闘
の
た
つ
の
も
忘
れ
て
、
楽
し
く
、
ゆ
か
い
な
声
が

い
つ
ま
で
も
続
騨
て
い
ま
し
た
。

　
『
だ
れ
と
で
も
す
ぐ
に
友
だ
ち
に
な
れ
そ
う
」
、
天

間
が
と
て
も
や
わ
ら
か
く
な
る
」
、
　
「
自
然
が
豊
富
で

騨
騎
所
で
す
」
と
、
参
加
し
た
方
の
声
で
し
た
。

納期限　　平成2年5月31日（木）

納税できる窓ロ

　新潟県指定金融機関等に指定された

　銀行、信用金庫、信用組合、商工組

　合中央金庫、県信連、農業協同組合

　及び労働金庫

　県内の郵便局、財務事務所

（、

◎自動車税についての相談は、十日町財務事務所収税課へ

　　　　　　盈0257－57－5513

趣



⑭

　
類
川
西
駐
在
所
』

長
谷
川
徹
巡
査
部
長
（
3
5
歳
）

　
（
前
任
地
）
　
　
県
警
本
部

　
奥
様
と
お
じ
ょ
う
ち
ゃ
ん
の
二
人

家
族
で
す
。
ま
も
な
く
四
人
家
族
と

な
る
予
定
も
あ
る
そ
う
で
す
の
で
、

楽
し
み
に
お
待
ち
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
仙
田
駐
在
所
巴

小
柳
　
弘
栄
巡
査
（
35
歳
）

　
（
前
任
地
）
　
　
燕
署

　
奥
様
と
お
じ
ょ
う
ち
ゃ
ん
の
三
人

家
族
で
す
。
　
「
家
庭
訪
問
も
早
く
し

な
け
り
ゃ
い
け
な
い
ん
で
す
が
…
・
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

春
の
県
警
⑳
叢
事
繋
銚
灘
激
難
、
町

の
駐
在
さ
ん
が
代
わ
ら
れ
ま
し
た
。

三
か
所
の
駐
在
さ
ん
が
同
時
に
代
わ

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も
珍
し
い
こ
と

で
す
。
　
瑚
地
域
の
中
に
と
け
込
ん
だ

お
付
き
合
い
が
し
た
い
」
と
、
話
じ

で
く
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
町
の
い
ろ
い
ろ
の
事
業
謄

ご
厄
介
や
、
お
骨
折
り
を
い
た
だ
く
、

新
し
い
駐
在
さ
ん
を
ご
紹
介
じ
ま
す
。

　
「
偉
田
駐
在
所
」

中
西
豊
治
巡
査
（
34
歳
）

　
（
前
任
地
）
　
長
岡
署

　
奥
様
と
ア
ツ
ア
ツ
の
お
二
人
家
族
。

お
じ
ゃ
ま
し
た
と
き
は
、
小
学
校
の

交
通
指
導
か
ら
も
ど
ら
れ
た
と
き
で

し
た
。
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幾
金子博美さん6年

慶
懸
皿

　
1

犠

鱒

年

3
年
　
登
坂
幸
雄
　
君

〈
仙
田
小
学
校
丁
ー

1年増田敬介君

も

庭

磁

駈
霜

4
年
　
小
林
達
也
　
君

、

4
年
　
庭
野
紀
子
さ
ん

1年　小林真理子さん

隔
曝謹

南
雲
洋
平
　
君

欝
轟
灘

難
織
　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　、’　　　　　　　　　■　　　　』　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　甲　　－　　　　　　　　　臼　　　■　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　－　　　　　　　　　1　　　　　　　　　1　　■　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　臼　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　し　　　　　　　　　、　■■　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　』　　　　　　　　　■　　　　　　　　　犠　　　　　　　　　　翔

2年樋ロ和也君

（6月号は白倉小学校です）



器量十曇口

定期検査が
実施されます

　正しい計量が行われるために、　r取引上

や証明用に使用する計量器」は、県が実施

する3年に1回の定期検査が義務づけられ

ています。

日　　時 会　　場 対象地区

6月14日（木）
9：00～11：30
13：00～15：30

川西町活性
化センター
物産開発室

千　手

6月15日（金）
9：00～11：30
13：00～15：30

上野ライス
セ　ン　タ　ー

上　野
仙　田

6月16日（土）

9：00～12：00

橘コミュニテ

ィセンター
橘

一産業課商工観光係一

≡
一
≡
≡
≡
≡
一
≡
一
＝
…
≡
≡
≡
≡
≡
一
一
≡
≡
一
≡
≡
≡
…
一
≡
≡
一
≡
一
≡
≡
…
一
≡
…
≡
≡
≡
一
一
≡
一
≡
≡
≡
≡
…
≡

．．．』．．。．．．姜　　匙
1…畠……’目……」思………一一……一

i　　　　　（敬称略）
ワ

　広報発行に
　柳　栄松（茨城県神栖町）

　　　　　　　　　10，000円
　中川　弘（相模原市）

　　　　　　　　　　5，000円　
　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一り一一一一一一一一一一一一噛一一一一曹一一一＿＿噂曹一一＿＿。＿一＿一＿＿＿＿曹＿＿暉。一一一＿聯一

　21日（月）午後1時半～3時半
　　　　　　　　　水ロ沢の一部

　　　　　　　　　上新井の一部　　琴

㌔麟騰遜麟醐醗細晒編糊〆β
一夜間交通事故防止

　　おもしろアイディアコンテスト

★募集方法　　歩行者、自転車、二輪車、自
　動車の部門とします。
　B5サイズの用紙に横書きで、住所・氏名
　年齢・性別・職業・電話番号を明記してく
　ださい。作品の名称・作品全体の特徴・強
　調したい点・使用する材質等を記入して、
　簡単な図解入りのイラストをそえてくださ
　い。何点でも応募できます。

★応募先・問い合わせ先
　〒104　東京都中央区築地2－11－10和孝32
　　　　ビル406号「夜問交連事故防止おもし
　　　　ろアイディアコンテスト事務局」係
★応募者の資格　　どなたでも応募できます。
★締め切り日　　　平成2年6月15日（金）
　　　　　　　　　当日消印有効

穿一
さん、5・る、七ざはいけい

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
て

野
沢
正
春
（
野
ロ
出
身
）

　
前
略
、
毎
月
実
家
よ
り
送
ら
れ
て
く

る
広
報
「
か
わ
に
し
」
を
い
つ
も
興
味

深
く
拝
見
し
て
お
り
ま
す
。
十
ぺ
ー
ジ

余
り
の
紙
面
に
、
行
政
・
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
・
一
般
行
事
等
、
多
岐
に
わ
た
り

情
報
が
満
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
う

し
た
記
事
を
取
材
し
た
り
、
ま
た
編
集

に
携
わ
っ
て
い
る
方
々
の
苦
労
が
活
字

を
追
う
ご
と
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
私
は
、
仕
事
の
関
係
で
当
地
ス
イ
ス

の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
ヘ
一
年
前
転
勤
と
な
っ

た
の
で
、
川
西
町
の
様
子
を
伝
え
て
く

れ
る
大
切
な
パ
イ
プ
役
と
な
っ
て
い
る

の
が
広
報
「
か
わ
に
し
」
で
す
。

　
こ
こ
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
は
ご
承
知
の
と

お
り
、
国
連
欧
州
本
部
、
W
H
O
（
世

界
保
健
機
構
）
な
ど
を
始
め
と
す
る
二

百
余
り
の
国
際
機
関
が
集
ま
っ
て
お
り
、

国
際
都
市
と
し
て
、
ま
た
、
レ
マ
ン
湖

や
高
峰
モ
ン
ブ
ラ
ン
を
遠
く
に
望
む
観

光
都
市
と
し
て
も
世
界
じ
ゅ
う
に
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
来
る
前
は
、
東
京
の
よ
う
な

大
都
会
を
想
像
し
て
い
た
の
で
す
が
、

高
層
ビ
ル
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
中
心
街

か
ら
車
で
十
五
分
も
走
れ
ば
牛
や
馬
が

放
牧
さ
れ
て
い
る
光
景
に
ぶ
つ
か
る
な

ど
、
と
て
も
の
ど
か
で
す
。
暮
ら
し
て

い
る
人
々
も
素
朴
で
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
一
緒
に
な
る
と
ボ
ン
ジ
ュ
ー
ル
（
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
）
、
イ
ル
フ
ェ

ボ
ン
（
い
い
あ
ん
ば
い
で
す
の
）
、

ボ
ン
ソ
ワ
（
お
ば
ん
で
す
）
の
挨
拶

こ
と
ば
が
自
然
に
飛
び
交
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
点
で
、
こ
の
街
は
川
西

町
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
は
四
月
を
迎
え
、
草
木
が
い
っ
せ

い
に
咲
き
始
め
、
春
の
訪
れ
を
告
げ

て
い
ま
す
。

　
私
の
家
か
ら
ほ
ど
遠
い
所
に
菜
の

花
畑
が
あ
り
、
黄
色
い
花
が
咲
き
乱

れ
て
い
る
の
を
目
に
し
た
と
き
、
春

先
、
川
西
町
の
各
家
庭
の
ほ
と
ん
ど

に
咲
い
て
い
た
ラ
ッ
パ
ス
イ
セ
ン
の

黄
色
が
ま
ぶ
た
に
浮
か
び
、
　
「
故
郷

の
家
族
、
友
人
は
ど
う
し
て
い
る
だ

ろ
う
か
」
と
思
い
を
馳
せ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
広
報
「
か
わ
に
し
」
の
発
行

を
楽
し
み
に
す
る
と
と
も
に
、
川
西

町
の
今
後
の
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

地
中
海
の
美
し
さ
を
見
せ
て
や
り
た

い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　
　
（
隣
は
奥
様
で
す
）

麟



　
葛
凹榊
§
ー
・
き
購

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

村
越
仁
平
4
6

村
越
常
五
郎
6
6

滋
野
フ
ジ
エ
7
1

小
林
ユ
キ
7
5

江
口
克
介
80

（
秀

（
本

（
吉

（
一

（
本

夫雄人一
）　）　）　）

元野野野

町口口口

人
）
小
白
倉

｝　相佐
つ　崎藤
ぶ
ゴ謬　フミ
F1　クノ
18582
お　＿＿
す　國喜

一　平好や　一一
か　沖仁
に
　　立田

　
　
し
ょ
う
や

若
山
翔
矢

　
　
　
り
ん
ぺ
い

高
橋
倫
平

　
　
　
い
つ
ぺ
い

高
橋
　
一
平

高
　
志

裕
　
子

林
　
市

千
津
子

和
　
夫

芳
　
子

長
男
新
町
新
田

長
男
伊
友

長
男
高
倉

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

ノヘ　　　　　　　　　　　　小諏高大藤須堀貴

幡佐橋海田藤川田

勝
行
学
校
町

ゆ
か
り
板
倉
町
か
ら

和
男
仁
田

ま
ゆ
み
根
深
か
ら

延
也
高
原
田

か
お
る
　
十
日
町
市
か
ら

秀
次
郎
長
岡
市
か
ら

豊
子
仁
田

○
深
々
と
畝
堀
り
上
げ
て
葱
植
う
る

　
旬
碑
一
つ
建
ち
し
山
毛
樫
山
み
ど
り
燃
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

○
停
車
場
へ
抜
け
る
近
道
葱
の
花

　
旅
愁
ま
た
一
入
深
く
風
光
る

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
小
川
　
益
栄

○
菜
の
花
に
見
失
い
た
る
蝶
々
か
な

　
蝶
を
追
う
子
の
後
を
追
う
蝶
も
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

○
水
張
り
し
棚
田
に
月
の
お
ぼ
ろ
な
る

　
黒
姫
に
入
日
の
残
る
春
霞

　
　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

○
歯
ざ
わ
り
の
蕾
の
多
し
花
菜
漬

　
鶯
の
初
音
に
今
朝
の
目
覚
め
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
小
脇
佐
藤
　
信
一

〇
鯉
の
ぼ
り
空
突
き
抜
け
る
青
さ
か
な

　
若
者
の
ご
と
き
春
眠
む
さ
ぼ
り
し

　
　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
金
子
　
佳
吉

　
　
　
　
　
z
　
　
小
わ
に
レ
　
　
　
○
咲
き
満
て
る
白
木
蓮
の
空
青
し

　
　
　
　
刎
、
　
岬
壇
隅
田
川
力
．
郵
鞭
輝
頼
太

　
　
　
　
　
・
、
　
　
太
田
白
南
風
選
　
廃
校
に
山
菜
ま
つ
り
残
る
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ろ
こ
ろ
と
空
缶
こ
ろ
げ
花
の
風

○
木
の
芽
摘
み
た
ら
の
芽
も
採
り
山
た
の
し
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生

う
と
う
と
と
孫
に
添
寝
の
春
炬
燵

噺
り
に
今
朝
の
目
覚
め
の
爽
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

放
牧
の
牛
一
声
や
風
光
る

葱
坊
主
蝶
の
離
る
・
風
あ
り
て

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

畦
を
塗
る
も
ぐ
ら
の
穴
を
踏
み
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
優
美

校
庭
の
果
ま
で
花
の
吹
き
散
り
て

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

矢
の
如
く
軒
先
く
ぐ
り
初
つ
ば
め

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
宏
太
郎

蒲
公
英
の
風
に
の
り
ゆ
く
紮
と
な
り

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
大
海
ま
さ
を

し
っ
と
り
と
墓
石
ぬ
れ
て
苔
の
花

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

談
笑
の
皆
背
を
向
け
て
大
焚
火

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
高
野
仙
蒼
子

水
仙
の
満
開
と
な
り
野
も
忙
し

　
　
　
　
　
　
　
木
落
　
丸
山
鉄
四
郎

ぜ
ん
ま
い
を
採
る
や
山
鳥
谷
わ
た
る

　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

新
緑
の
樫
並
木
の
一
の
宮

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
　
登
坂
　
博
史

風
遊
ぶ
木
々
の
芽
吹
き
の
色
そ
え
て

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

苗
代
も
今
は
む
か
し
の
休
耕
田

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
高
橋
　
杉
枝

平
静
に
日
の
丸
上
げ
て
み
ど
り
の
日

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
数
藤
壮
一

桑
若
葉
ゆ
た
か
に
な
り
て
稚
蚕
飼

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
田
中
　
ひ
さ

木
蓮
の
咲
き
い
る
庭
の
遠
忌
塔

　
　
　
　
　
　
厚
木
市
　
川
崎
　
保
一

ぜ
ん
ま
い
の
莚
の
上
に
散
る
さ
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

陽
の
温
み
残
る
布
団
を
し
ま
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢
　
は
や

マ
ス
ク
し
て
言
い
難
き
こ
と
言
い
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

も
ち
草
を
摘
み
て
指
先
黒
く
染
め

　
　
　
　
　
発
電
所
通
り
春
日
　
ぶ
ん

⑳

か
め
な
い
子
が
ふ
え
て
い
る

　
あ
な
た
の
お
子
さ
ん
は
、
カ
ミ
カ

ミ
ゴ
ッ
ク
ン
が
で
き
ま
す
か
？
。
最

近
、
上
手
に
噛
め
な
い
・
う
ま
く
の

み
こ
め
な
い
お
子
さ
ん
が
い
る
よ
う

な
の
で
、
管
理
栄
養
士
の
関
さ
ん
に

乳
幼
児
期
の
食
べ
さ
せ
方
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
離
乳
の
意
味
が
お
わ
か
り
で
し
ょ

う
か
。
一
に
栄
養
の
補
給
、
二
に
噛

む
力
を
つ
け
る
こ
と
で
す
。
味
付
け

は
ほ
と
ん
ど
な
く
て
も
い
い
の
で
す
。

　
ド
ロ
ド
ロ
状
の
も
の
か
ら
、
舌
で

つ
ぶ
せ
る
固
さ
、
歯
ぐ
き
で
つ
ぶ
せ

る
固
さ
と
だ
ん
だ
ん
に
固
く
し
て
、

ア
ー
ン
と
大
き
な
口
を
あ
け
て
、
お

母
さ
ん
も
い
っ
し
ょ
に
カ
ミ
カ
ミ
ゴ

ッ
ク
ン
を
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
幼
児
期

は
一
人
食
べ
か
ら
家
族
と
い
っ
し
ょ

に
食
べ
る
よ
う
に
進
め
ま
し
ょ
う
。

　
一
、
朝
食
は
一
日
の
ス
タ
ー
ト
で

　
　
　
す
。
　
「
早
寝
、
早
起
き
の
習

　
　
　
慣
」
を
。

　
二
、
お
い
し
く
食
べ
さ
せ
る
た
め

　
　
に
「
お
腹
を
空
か
せ
る
」

三
、
楽
し
く
「
家
族
と
い
っ
し
ょ

　
　
に
」
、
テ
レ
ビ
は
消
し
て
、

　
　
オ
モ
チ
ャ
は
片
づ
け
る
。

円
鰐
け
隷
詣
腰
臆
幽

　
　
っ
か
り
食
べ
て
は
い
け
ま
せ
囎

　
　
ん
．
　
　
　
　
蟹

五
、
甘
い
も
の
好
き
に
し
な
い
。
　
爾
臨

　
　
悪
く
し
ま
す
」

何
の
た
め
に
、
何
を
ど
れ
だ
け
、

ど
の
よ
う
に
食
べ
る
か
と
い
う
、
食

事
の
基
本
を
幼
い
頃
か
ら
日
常
茶
飯

の
中
で
育
み
た
い
も
の
で
す
。

　
親
元
を
巣
立
つ
頃
ま
で
に
し
っ
か

り
と
定
着
さ
せ
、
わ
が
子
の
食
生
活

の
自
立
を
助
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
れ
が
で
き
れ
ば
、
母
親
と
し
て
一

つ
の
貴
重
な
財
産
を
授
け
た
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
肛
戚
い
い
膚
ー

んお話しをお聞きした関さ


